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~9月は奈良市の福祉月間。お年寄りを大切にしましよう

2月"日

閉 じみAだより岬蝉権問していn.



圃圃圃圃.HH[;1!!l也~

-
ニュース

俊
専
に
と
ど

ω事
畑
町
置
い

u
'

・"
a
g月
1
日
は
防
災
の
臼

も

t
m
E
a

-m自問
ス
ポ

ツ
の
つ
ど
い

-
方
諸
の
う
た
・
-
m
A
貧
血
V

・
サ
ー
ク
ル
紹
介
車
百
陶
傘

・
掴
被
用
周

6

・

-
マ
マ
さ
ん
縛

-maレ
ポ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
人
徳
ほ
か

-
お
知
ら
ぜ

;
i

世
界
に
と
ど
け
平
和
の
願
い

ー
古
都
に
響
く
平
和
の
鐘
1

.JIi"lffl<tl.fn<tl.E?(叩 .. 

i問
Z
E
E

P原
子

Z
が
俊
下

Z
R月

六
日
午
前
八
嶋
十
五
分
と
畏
‘
.
.
 

忌
の
九
日
午
布
十

一
時
二
分
に
布
置

t
i
f
a
f
 

ど
で
悦
悦
銃
砲
の
・
い
佐
治
め
、

-

F
I
-
-
T
S
E
 

し
た
・ー

!
t

R
明
附

-aムm

・
A
g

・
u
R
【

z
n
-

i

i

 

畏
】
市
筏
伎
の
・
・
・
値
観
育
省
@

4 8 " 191211109 E 

奈良市民軍.

自i
z
i
i
 

古

-eaか
一一句
椴
併
に
場
向
の
・
の

膏

e
・
か
ぜ
来
両
論
Maha尽
を
止

ゐ

s
e
Eげ
て
い
重
し
乍

『噂
向
の
・
」
の
組
障
の
偏
か圏平

和

墜
画
劇
場
可
敏
鍾
配
録
写
真

a
、

彼胤竃
記
録
ピ
ヂ
を
の
歓
映
匂
ど一

週

2
1
i六十
手
一一

na雪
量

1
2
2単

和

--m重
省
』

ιτ
剛
gaえ
偏
写
実
胞

し
て

t
-
h
Eした
Z

E
E改め
τ
2
8
2か

み
し
。

τぃ・
t
%

、ー

..uu.，">ゐ・，t.JI(.‘，. 
H 刊 r，.t1t.A酎制措I:1t
1I ， m:... !o hい..，・~I:g: t
J L. 1 
.，‘"<象・"s，u・...."司'"mで出仰と"ゆ A聞
にな句'"令...u..">，角.h4;..">(.あわ
制止">1:.Hf:.1抑川岨"が"... ..u聞で州会.. る蜘'"
，..たr;..(舗司ロ""ι.. ..1:即命(，...柑柑.，
保健と副e闘のと "'舗L'.II:'"よい，
，ヴ《リ tL' L d. 

UUは:.12

-E
!

a

 



ス-ニュ

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出

ち
び
っ
子
サ

7
1
キ
ャ
ン
プ

七
月
1
f九
日
か
句
二
日
間

市

台
少
年
野
外
積
働
』
セ
ン
タ
ー
で

「
亀

ぴ
，

gaマ
マ
キ
・
ン
プ
羽
」

Mm
開

t
自の小

Eニ
f
民会

賞
品

2
1
1

し
み
ま
L
た
・

一
日
刊
の
一

一A
Y
九

H

q断
ι『
一

崎
か
ち
の
人
柄
点
ミ

l

，A守ン
グ

の
あ
企
さ
句
そ
〈
全
日
凶
h
A
L
h
y

Z
E
E
-
tま
し
た

:
，ltレ
l・慣
れ

t 月94

:で
2
4
E
E割

り
や
凶
ん
ど

4
1
2に
さ
わ

や
か
信
仔
を
旋
L
ま
し
た
園

可
一
日

tン
プ
期
間
中

tン
プ
フ

J
T
自
然
豊

ハ
イ
令
ノ
グ
、
川
遊
び
、

A
L
タ
ラ

f
i苦ど
盛
り
だ
く
さ

sis-i 

!
iたち
i

:

し

て

す

ば

t
i
t

i
-
-〈
i九

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た

吋
-

あ
や
め

f
一T
U
の
千
九
@

!
i
iの誕

:
1
i川市
長

お

飽
い
ぶ
祉
制
れ
ま
し
た
・

大
川

E
t
E
2
1ご

ざ
い
ま
す
」
と
お
組
い
の
佑
戒
と
艇

を
プ

νゼ
y
卜
さ
れ
る
と
、
そ
の
場

i
i
?と
わ

i
い

て
お
礼

ι賞
さ
れ
た
ほ
ど

A1a廠
-
)
 

H
T
t
e
i
s
 

ね
」
り
れ
る
と
「
持
金
打
ぢ
允
旬
、

a
を
う

t
E
給
量
〈

Eた

く
さ
ん
の

E
aつ
こ
と
で

Z

と
訴
し
て
い
ま
し
九

t
z
I
i
u
Z
R
 

t民
俗

2
興

味

良

ち

t

tの
研
究
告
か
し
て
円
宅
の
東

目
指
富
の
E
Sめ
で
L

S
す園出
Eほ
「

2
1
2気

iし
て
〈
だ
さ
い
』
と

F

て
い
ま
し
た
@

バn造尚一1

事Mテレビ8堂進
UHF⑩ 

TV 

~ ・

ふれあいのまち奈良
奈s砲の釜.出来事や何事をお勾ら
ぜレ雰..
8号車本譜回会F後 9:5(い9:55
〈再)二主留日 午後 8:55-9喝。
いきいきタウン'9'
.!'g1O市のE・をお置げし...

m週土脂目午後10:IXト10:15
〈栂)目置目午断8民ト 8:， 5 

主
主
ヲた

tン
プ

1
4
1

子
ど
も
の
詩

臼

町
関
長
さん

…

忘
れ
も
の

凪
に
の
q

て

つ

く

り

企

く

包

か

今

允

b
過

E
J
K
4
1
Lの
忽
い

n
H
の
前

ι・
め
る
ハ

ー
ド

ル

幣

り

特

え

り

れ

る

怨

り

哲
也
せ
は
〈
で

2
2
2
p
t

い
つ
も
進
げ
で
も
た

tた
ら

を

と

あ
の

B

あ
の
刊
の
忘
れ
も
の

繍

い

思

い

出

処

え

て

〈

る

ω
ず

31 u訓 "



.9月1日は防JROJ日

あなたならどうする
~もしもの地震対策~
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スポツの秋恒例の『市民スポ ツのつどいJです.
気騰にスポーツを楽しめるよう旧のスポーツ広渇を開徴します。

初心者大敏迎です。

市在動在学の人も惨加できますので聡喝やそタークルで

ぜひ‘参加レてください。

11.ミニバスケット(中央体育館)
聞か引J ー叫軒vn..a，1./. 
"活動し…H -…ームItlOAll止で凪
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加できません..合球〈ダ， 0ヲプフeート "ロー

ユ ~-.1< -"'2 ・〉を当日伶事のこ と.

明醐 "月'"日 1111'1811午前9時丸山

尾.

13.ソフトテニス{倒木コト)
一般!lJ"9:瑚軒、'"叩"0'叫 1∞歳
以上の偲"ペア合計年舗が1∞繊以上で、男子U5(li.l:以

』、州出輔1:15蜘院でき .す.
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Aι()，EU25人).

'髭包度開始 J午前9時下，耐天ゆ止.

14サイクリング
{奈良ドυームラユド入口}
d民自ドリ &ランド人口かり九体."で'sO愉..り

ます..，刊〈蜘闘を削Lてるま@んか..沖

3年生以上忽らだれでも.加できます.弁当 *筒は各

自持..需!/!1m当日血機会場~
開発馴 年前1榊 .両問山

15.バドミントン
(閉館生涯スポ-'ノセンター体育館)

く婦人クラプ糊 〈聞}>，テ-qダプルス (6A)

プロック別トーナメ川a附 3"'-"婦の初見有に限
りますB

〈岬封一哨間司F''$('f-何回】>1+-1.4人
のシングルス、 Iグプルス同体 トーナメ ント

(槻複をかねるζ企はで丞.ぜん).スポ ツ少与'Ill，

9校 fιども会"どの箪位で緬成したチーム(同一
手ームの岬1:2 ;トム跡、".

〈混合ダブルス〈叩}>路子胤駄のぺγであ

tl.lf、勾:・..悶い.ぜん.

‘'醐醐…'"月 9U'IQII'補 9附.

16.古びつZ野誠
{奈良阪中ノIIIIf鑓竃ほか}
小7'4-6年生でス，f-" 少旬~1'fI.. Tども会、町内えな
どの同地"ーふ11-20ん九夕刻ト→'"ト

fjえ (Aプロヲク'"写生を含む.，プロヲタ1;14. 5 

年生). 91JI6l砧創市役所で檎港会B

暗闇 柑 8.~. ;!iJ;帖

11水泳(芯らやま屋内温水プール}
間 "①軒リ ト 佃 ・山崎刷制〈軒

切り③λ婦'lレー棚田川m)⑥淳愉U筏仔ども

.o}⑤勉んぷ理，.鍵依(組T'25m)⑧2分間リレ

(臼"，附子制⑦玉入れ酎〈紅白)，l:'Iau帖
日fIJ0) ~. ，01<':剛山小学生同人 1醐 2

縄u，玉入れを除()似内.~uø後会場へe

司V雌醐 年前g時.

18.心身障曹書・据品れ高いスポーツ
{サンアゼツティズ奈良)

実施岨1]1;1⑥，."パドミ νトン⑧グ.， " ~ゴルア⑥

'70ピクスダンス.

明後醐 惜 1時半.

【・lIJ.l.ib....】刊 14Uiで伝岡氏名崎電

Q; ~f} ("'"間体でa・加の場合はチ ム払監旬争丸
山司、 牲の場合"柑特引制氏名)" 

ど必要問時いて、市胴体育環(守醐二条大酬

7臼1-1 ft31111l""水劇帥司加がきで.

ゲートポール"，有ゲートポール凶会事貨同の【}，芳久さん

(亨曲一日 下関川町"'"へ.

スオ符ツ..殴を開盟しn一一一一
<<央体育館 "主主町}>と麿 9JJ1711ω午前9時
~午後4時〔酬刷時間割) 司自 時縄県の

ある人IU~. してください)

〈鴻ノ遺書・上健銀喝〈温色遣鹿町}> と麿 9 Jl18日制午

前9時-!I:'f-ジョギング午後2時~‘時ージ.-4':.-
グ .段級胃 (慌てiきの検曹Uで4・.ぜん)
通帳肉凋敏 uとも7綬撃のクラプ梧動での使ßII~で易ませ

んまた削船ι.-A副総会必ず棚Lてば
さい図問い合わせは'1'央体狗飴(包②15 0 J)へ.
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-市民スポツのつどい

10月10日は
市民スポーツのつどい

1.軽スポーツと(鴻J腫 上鶴岡
スポーツテスト
気僚に棄しめH.ち日直後会場ヘー

くグラム.，ゴルフ〉ゴルフをずレ";; II主スポーソで

ホールインするまでの打散含鈍い奮す.，チーム1;12-

6人.
くタ -'J' ~ ~"一同日〉棚付Hー叫ゴルフク

ラプで打つ Eニゴルァです.何人でも.加でき.す.

〈ベタンク>1I楓の球に金偏観のボール.慢げ合い よ

り近づ'"己とによη得点..'玄す. "ーム11.Z-

6ん
〈スポーツテス砂〉劇怖力ジグザグドげ叫

どで体力を献し.す.

明開始 午前1臥附止.

2.ジョギンタ
(鴻ノ泡陸上餓筏場ジョギングミス)

マイペースでよLりましd.ヨ-;<1:3畑、..... 
加r.lt当日自修会崎、.
崎 健闘姶 叩 1崎小耐 行.

3.オリエンテーリング
(鴻ノ池涼窃閉スタ ト)

鴻ノ油.舗前.ス'ート l.'f'-峨白勝種嵐院まで婚制

上に""されfでんー砂にしたがL術ll.:された4ストを願.

に頑過L、その所要旬開会餓います.上級、中級 初級

の 3"-~で 初ur.も気陸に・8固で，ます。コンバ叉
"貸し出Lますか制子 夕方ル#;f<-'"ぺ〆を拘撃
してu，/!い.
巾し込みには経厳の4期金記入のζ と.当 u.~肺克

明後開始 、前附小耐fI.

4.バレーボール
〈ー.0). (-;1民高署車中体..l>
I!.:>I:枠組制で既婚の叫fr: 11.25""') /:0)酬
と明性で‘峰されたすPム〈切性，-J人常時出場1.
仲間附40WU;;t-"l T::It哨戒されたチームで，
S嗣ぐ抑制3人川λ

〈小司群生生の・ (ニ名<f'~..) >

1時 2-1-".で..人醐肌
〈ミニソフトバレーん同"'ニ名小体育館1>

， I肌山町

小学3• 4 I刊の1チーム，-，ん

刊 醐徳一午前1同←般lJ.iO'n')

5.卓球(中央第二体育館)
..に.加して付4さい.ヲ当IHi加も4

〈小司群生の.>プロヲタリーグと トーナメ y ト.

くダブルスの.>どん匂ぺ?でも.加で..す.(高般

の...貝.除()ペ トナ のいない人It~[!会場で

Mつげて書加叫

くラージポール大会>mル針や;1'10111.'1'のため 川 いヒ
J球団-"酬です〔闘の岬制時くJ.

v・後開始 午前w・b
6.ゲートボー}~{渇ノ珊問臨調)

1チーム， -，人で.祖】してください.拭台h倍".
加+ ム敏によ勺て決記.

..後開始 与前哨雨天"ι

7.柔道・剣道・なぎなた
(中央・中央集二武道場。佐保小体育館)

タラプ凶体ごとにゆし込んでください. '~1$'1. た"

当日a後会場へ.
時 間倫 明醐

8.弓道(鴻ノ迎弓道場)
初めてでも気笹に闘してく行きい.，F;U 嶋崎

場Lます.当日前?を会織へ.

時 間嶋 ，嗣j(Wi小耐".

9.ソフトボール
(割白木平協第一平崎第二餓授渇)

成人男子旗人"，何 嵐臨しPヒチーム. ，←ι"人
以内で2闘叫!ます〈肘酬は認め111"，).

司噌 彼開始 付朝8，~.制tfl.O' !'Jt.

10.ミニサッカー
(二名中・烹重奏ケ丘小遣E場)
小予5毎日T常 1"'4.で H ーフ少帆 柑

畑町内"どの叫廿叶ーをしているチーん中

学の動目UIfi僚会梢へ..1φ4の稲川 し込制必.. 
..後開始 q断1崎 4鳴もた行
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